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昭
和
五
年
、
当
時
「
井
ノ
尻
」（
現
松
ノ
内

町
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
に
、
私
の
父
が
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
を
開
店
し
て
以
来
、
親
子

二
代
に
わ
た
り
芦
屋
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が
「
芦
屋
の
歴
史
」
に
興
味
を
持
ち

始
め
た
の
は
、
山
手
中
学
の
頃
で
す
。

　

昭
和
三
十
一
年
か
ら
三
十
六
年
に
か
け

て
、
背
山
で
会
下
山
遺
跡
の
発
掘
が
行
わ

れ
て
お
り
、
山
手
中
学
で
は
す
で
に
歴
史

研
究
部
が
発
足
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
歴

史
研
究
部
に
入
り
、
遺
跡
発
掘
の
手
伝
い

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
い
ま

覚
え
て
い
る
こ
と
と
い
え
ば
、
夏
の
暑
い

日
に
お
茶
運
び
し
た
こ
と
や
、
冬
の
六
甲

お
ろ
し
の
寒
か
っ
た
こ
と
位
で
す
ね
。

　
　

　
　
　

で

も
、
そ

れ

も

　
　

子
ど
も
心
に
楽
し

　
　

か

っ

た
。
そ
ん

な

　
　

経
験
か
ら
で
し
ょ

う
か
、
昭
和
三
十
九
年
に
卒
業
生
二
十
五

人
ほ
ど
が
集
ま
っ
て
、
「
芦
の
芽
グ
ル
ー

プ
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
後
、
市
の
文
化
財
発
掘
チ
ー
ム

の

手
伝

い

と

い
う

か
、
八

十
塚
・
山

芦

屋
・
城
山
古
墳
群
・
芦
屋
廃
寺
・
寺
田
遺

跡
・
三
条
岡
山
遺
跡
・
朝
日
ヶ
丘
縄
文
遺

跡
や
大
坂
城
採
石
場
遺
跡
な
ど
の
発
掘
に

か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

芦
屋
と
い
う
ま
ち
は
、
山
が
あ
り
海
が

あ
り
で
、
な
ん
と
も
落
ち
着
く
と
こ
ろ
。

そ
の
上
市
域
も
こ
じ
ん
ま
り
し
て
い
て
、

小
回
り
の
き
く
ま
ち
で
す
。
普
段
の
と
き

で
も
、
私
は
カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
い
て
、
ま

ち
の
ス
ナ
ッ
プ
を
撮
り
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
一
人
で
自
転
車
で
出
か
け
撮
影
で
き

た
の
も
、
そ
ん
な
ま
ち
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

震
災
の
前
日
に
も
、
打
出
焼
の
瓦
や
三

条
・
西
芦
屋
・
西
山
・
月
若
町
あ
た
り
の

街
並
み
を
百
枚
く
ら
い
撮
影
し
て
い
た
の

で
す
が
、
ま
さ
か
そ
の
翌
日
に
あ
ん
な
大

震
災
が
こ
よ
う
と
は
ね
。
撮
っ
て
お
い
て
、

ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
た
「
打
出
焼
」

の
茶
碗
な
ど
の
多
く
は
震
災
で
割
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
過
去
三
十
年
に
わ
た
っ

て
撮
影
し
続
け
た
街
並
み
の
写
真
や
芦
屋

に
か
か
わ
る
新
聞
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
無
事

に
残
り
ま
し
た
。
お
役
に
立
つ
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
よ
。

　

こ
れ
か
ら
の
こ
と
で
特
筆
す
る
こ
と
が

あ
る
と
思
う
の
は
、
今
年
六
月
二
十
五
日

に
、
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
で
「
会
下
山
遺
跡
発

掘
五
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
私
も
参
加
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
と
、

大
坂
城
の
採
石
場
の
見
直
し
調
査
に
、
昨

年
か
ら
国
・
県
が
や
っ
と
動
き
出
し
、
平

成
二
十
年
度
末
ま
で
に
「
報
告
書
」
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

　

と
も
あ
れ
、
芦
屋
を
愛
す
る
一
市
民
と

し
て
、
今
後
も
こ
の
ま
ち
を
撮
り
続
け
、

芦
屋
に
か
か
わ
る
い
ろ
ん
な
資
料
を
収
集

し
て
、
「
史
料
」
と
し
て
大
切
に
次
代
へ

と
残
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
藤
川 
祐
作（
ふ
じ
か
わ 
ゆ
う
さ
く
）
氏

　

昭
和
十
九
年
、
芦
屋
市
生
ま
れ
。

　

郷
土
史
（
地
域
史
）
家
。
歴
史
研
究
団
体

「
芦
の
芽
グ
ル
ー
プ
」
代
表
。
打
出
焼
研

究
家
。
芦
屋
市
美
術
博
物
館
歴
史
学
芸
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。

　

ま
た
、
芦
屋
市
と
隣
接
す
る
深
江
財
産

区
が
運
営
す
る
「
神
戸
深
江
生
活
文
化
史

料
館
」
の
研
究
員
や
、
「
徳
川
大
坂
城
東

六
甲
採
石
場
調
査
研
究
検
討
会
」
委
員
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(1 7: 0 0～9: 0 0)水道修理工事当番表【４月】

問い合わせ　水道部工務課　緯38-2083

●平日の昼間は水道部へ

お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日

は市役所(緯31-2121)へ

お尋ねください。

●夜間の修理は右の業者

が待機しています。

撮影・桑田敬司(ハナヤ勘兵衛)

　　店　名 TEL 当番日

会
下
山
遺
跡
発
掘
は　
　
　
　

子
ど
も
心
に
楽
し
か
っ
た

　谷崎の京都での住まい『潺湲亭（せんかんてい）』を模した庭園を臨みつつ、優雅な雰

囲気の中、５月から文学館講座を開講します。申し込みは、所定の申込書に記入し上記へ。

【「源氏物語」の原典を読む】

■日程　第３金曜日午前10時～11時30分　■会場　市民センター401室　■講師　京都橘

大学教授・鈴木紀子氏　■定員　120人　■受講料　各回1,000円

【女流日記「蜻蛉日記」】

■日程　第３木曜日午前10時30分～正午　■会場　記念館講義室　■講師　京都橘大学

教授・鈴木紀子氏　■定員　20人　■受講料　各回2,500円

【英訳で読む「瘋癲老人日記」】

■日程　第２水曜日午後２時～３時30分　■会場　記念館講義室　■講師　京都橘大学

教授・鎌田明子氏　■定員　20人　■受講料　各回2,500円

【芦屋の「歴史と文化」講座】

■日程　第１金曜日午前10時～11時30分　■会場　記念館講義室　■講師　元芦屋市美

術博物館副館長・岩本昌三氏　■定員　20人　■受講料　各回2,000円

【日本の伝統「俳句講座」】

■日程　第４土曜日午前10時～11時30分　■会場　記念館講義室　■講師　ホトトギス

同人・黒川悦子氏　■定員　20人　■受講料　各回2,500円 

【「ちょっといい文章」書いてみませんか】

■日程　第４水曜日午後２時～３時30分　■会場　記念館講義室　■講師　武庫川女子

大学講師・篠原嘉彦氏　■定員　20人　■受講料　各回2,500円

【自慢の庭園で「囲碁講座」】※初段～４段のかた対象

■日程　第２・４金曜日午後２時～３時　■会場　記念館講義室　■講師　日本棋院棋士

5段・荒木一成氏　■定員　20人　■受講料　各月7,000円

【井上正三「スケッチ講座」】

■日程　第１・３水曜日午前10時～正午　■会場　記念館講義室　■講師　作家・井上正

三氏　■定員　20人　■受講料　各回5,000円

【薬師寺　心の潤いを感じる「日本人の心のふるさと」】

■日程　毎月１回・火曜日午後２時～４時　■会場　記念館講義室　■講師　法相宗大本

山薬師寺執事・生駒基達氏　■定員　20人　■受講料　各回3,000円(資料実費)

問い合わせ　谷崎潤一郎記念文学館　 23-5852(伊勢町12-15)

「芦屋市廃棄物減量等推進審議会」市民委員を公募

問い合わせ　環境処理センター　 32-5391(〒659-0032　浜風町31-1)

　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の規定に基づく審議会の市民委員を、次の

とおり公募します。

■審議内容　①一般廃棄物の減量化および再資源化の推進に関すること②分別収集に

関すること③啓発活動に関すること　■公募人数　若干名　■任期　２年　■対象　

市内在住で、20歳以上70歳未満（４月１日現在）のかた　■応募方法　４月20日（木）ま

でに「廃棄物の減量化再資源化」に関する作文（800字以内、書式自由）に住所・氏名・

電話番号・生年月日・性別を記入し、下記へ応募してください。決定後、通知します。

春の公民館講座

【芦屋・まちかど学－芦屋の街を講師と歩こう】＜全５回＞

■日程　５月９日～６月６日(火)午前９時～11時45分　■内容　「芦屋川周辺の文化と自然ウ

ォッチング」環境カウンセラー・近藤浩文氏ほか　■定員　30人　■受講料　1,300円

【幼児教育講座－楽しみながら生き生き子育て】＜全５回＞

■日程　５月10日～６月14日(水)午前10時～11時30分　■内容　「子育てを楽しもう」兵庫

教育大学教授・横川和章氏ほか　■定員　60人(託児あり)　■受講料　1,600円

【歴史を探る－日本の謎　Part２】＜全５回＞

■日程　４月27日～８月24日(木)午前10時～11時45分　■内容　「古代はなぜ女帝が必要

だったか」歴史研究家・菅原美文氏ほか　■定員　60人　■受講料　1,600円 

【健康講座－生活習慣病に立ち向かう】＜全５回＞

■日程　５月11日～６月８日(木)午後２時～３時30分　■内容　「闘わないがん治療：粒子

線治療」兵庫県立粒子線医療センター・菱川良夫氏ほか　■定員　60人　■受講料　1,600円

【民族学への招待 －ものからよみとく人間文化】＜全５回＞

■日程　５月12日～６月９日(金)午前10時～11時30分　■内容　「アンデス考古学からみ

たモノ」民族学博物館教授・関雄二氏ほか　■定員　60人　■受講料　1,600円

【2006年サイエンス・トピックス－最先端の科学を知ろう】＜全５回＞

■日程　５月13日～６月10日(土)午前10時～11時30分　■内容　「ここまで分かった生命

の起源」神戸大学教授・中川和道氏ほか　■定員　60人　■受講料　1,600円

【世界はニュースだけではわからない（時事経済解説）】＜全６回＞

■日程　４月22日～９月16日(土)午後２時～３時30分　　■内容　「景気回復の実態と構

造改革の誤解」大阪大学教授・小野善康氏ほか　■定員　100人　■受講料　1,900円

問い合わせ　公民館　 35-0700／FAX22-6924(〒659-0068　業平町8-24)

「芦屋の水」等の有料広告を募集

■広告の種類／位置　①芦屋の水（ボトルウォーター 500悪

･20,000本）／ボトル側面・縦2.5cm×横2.0cm・１区画、②水量ご

使 用 料 の お 知 ら せ(１ 期 分10,000枚)／ 票 内・縦9.6cm× 横

14.8cm・２区画、③水道料金等納入通知書(１期分10,000枚)／通

知書内・縦9.6cm×横14.8cm・２区画　■使用できる色　①白・

紺・水色・グレーの４色、②青１色、③赤・青の２色　■広告料金

①400,000円、②③１区画・25,000円(１年間６期分・２区画使用

も可)　■広告内容　水道部の広告媒体としての品位、公共性お

よび公益性を妨げないもので、市民に不利益を与えないもの(選

考委員会で決定)　■申し込み　４月20日（木）＜消印有効＞ま

でに、広告案（完全版下・プリントおよびデータ）を添え、下記へ。

問い合わせ　水道部総務課　 38-2080(〒659-8501 住所不要)

「水質検査計画｣を

作成しました

　水質検査の適正化や透

明性を確保するため、水

源の特性など本市の地域

性を踏まえ、検査の地点・

項目・頻度とその理由な

どを明記した「平成18年

度水質検査計画」を策定

しました。市ホームペー

ジで公表するほか、水道

部で配布します。

問い合わせ
水道部工務課　緯38-2084

申し込み

４月10日（月）＜消印有効＞までに、ファクスかはがきで①講座名②住所③

氏名④電話番号を記入し、上記へ。応募者多数の場合抽選（市内在住優先）。

※受講料は、全回通しの金額です。各講座の初回に、お支払いください。

　受講料の返金はできませんのでご注意ください。

※託児は、申し込み時に「託児希望」と記入してください。１回300円。２歳児

　以上就学前の幼児対象。


